


















を目指している。望ましい熱電素子は性能指数と呼ばれる ZT= S2T／κρ がlより大きいこ
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図1. YbCu4. 5Ag0_ 5のX線デ、イフラクションパターン。 rietan simulationはリートベルト法で、YbCu5の
回折パターンを描いたものである。作成した試料はすべてシミュレーシンパターンとよい一致を示し
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図3. YbCu4.sAgo.s・CeNi9Si4を素子としたペルチェ効果の測定。丸が加熱過程、四角が冷却過程を表す。
実線は40(0.0112+-4.57x10-3）を表す。
(3）利用施設
「極限環境先進材料評価システム」
「高出力・高分解能X線回折システム（粉末回折総合解析装置部）」
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